
　

⻘森労災病院 理念 「やさしく、あたたかい病院」
・患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を行います。

・医療の質の向上をめざします。

・勤労者医療・地域医療連携等における社会的責任を果たします。

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

地域医療構想と公的医療機関等2025プラン
厚生労働省では、団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、平成27年

4月より、「地域医療構想」を策定し、都道府県自治体では、その地域に見
合った地域医療構想を掲げ、地域医療構想調整会議が開催されています。
都道府県とは経営主体が異なる労災病院においても公的病院等と同様に

「公的医療機関等2025プラン」を策定し地域医療構想調整会議に提示するよ
う依頼されています。⻘森県地域医療構想の⼋⼾地域では、当院を含めた３
総合病院の機能分化・連携の推進については、経営主体も異なることから、
今後の地域医療構想調整会議等での議論を踏まえ、それぞれが実現可能な対
応を調整しながら、地域医療の充実に貢献すべきであると考えています。

医療・介護の⼀体改⾰
高齢者の増加により疾病構造が変化し、医療ニーズについては、病気と共

存しながら、生活の質の維持・向上を図っていく必要性が高まってきていま
す。一方で、介護ニーズについても、医療ニーズを併せ持つ重度の要介護者
や認知症高齢者が増加するなど、医療及び介護の連携の必要性はこれまで以
上に高まってきています。
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その中で、今年は、医療保険制度及び介護保険制度について、第7次医療計
画・第7期介護保険事業計画が同時にスタートし、医療と介護の一体改革が加速
する大きな節目を迎えます。

⻘森労災病院の⽴ち位置︓⾼度急性期から慢性期を担うコンパクトな総合病院
高齢化社会には専門病院よりも，何でも対応できる従来型の病院が必要です。

高齢患者さんは、血圧も血糖も高いし、心臓も悪く、腰も痛く、目も見にくく、
認知症も認めます。⻘森労災病院は，住⺠のための医療を提供する責任から，
高度急性期から慢性期にわたる切れ目のない、良質な医療の提供を常に目指し
て参りました。
我々は病院の理念「やさしく、あたたかい病院」を忘れずに、すなわち一般

病棟、地域包括ケア病棟、障害者病棟を併せ持つコンパクトな急性期ケアミッ
クス型病院として、これからも前方及び後方病院との密な連携の強化を図って
まいります。それにより⼋⼾及び周辺地域の医療に貢献して参りたいと考えて
おります。

新しい年を迎えるにあたり、昨年同様、皆様方のご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

医師の異動について
○１２月１８日付け

臨床研修医 松田 澪奈

◇脳神経外科
平成30年４月より、脳神経外科の常勤医が不在となり、週１回（水曜日午

後予定）の診療応援体制に移行となります。

平成３０年４月からの診療体制について

採 用

◇⽿⿐咽喉科
現在は、東北労災病院からの週１回（木曜日午前）の診療応援となってお

りますが、平成30年４月より、毎月第１・３・５週の週１回（木曜日午前）
に変更となります。

医療機関の皆様には、ご不便をおかけしますが何卒ご協力の程、お願い申し上
げます。



　

平成29年12⽉に⻘森労災病院ではＸ線CT装置の更新を行いました。その
最新の機能と有用性についてお話しします。

1) フル逐次近似再構成法により、画像ノイズ改善、ア−チファクトの低減
効果が高く、精細高画質を得ることができ、診断能の向上に役立ちます。

2) 逐次近似再構成の利用により、低線量撮影によるノイズの除去が高い次
元で可能となり、放射線被曝低減に威力を発揮します。たとえば、胸部
ＣＴ検査では、最大で胸部単純Ｘ線撮影の１ないし２倍程度の被曝量で撮
影可能です。通常の胸部ＣＴ検査の１００分の１程度の被曝量となり、肺
がんCT検診に利用可能です。

3) 高性能のＸ線管球を装備しており、低電圧撮影が可能で、造影剤の使用
量を最大４割カット出来ます。従前より指摘されておりました造影剤腎症
の予防・低減、腎機能低下症例にも十分な造影効果のある診断画像が得ら
れます。

4) ＣＴ検査から得られた数千枚の画像デ−タを基にして、高精細な３Ｄ画
像を作成できます。脳動脈から下肢動脈の鮮明な画像が作成できるため、
動きのある心臓の冠動脈についても、ある程度の不整脈のある患者様も検
査できます。また、新たに大腸ポリ−プのＣＴ検査を行い、大腸がん検診
も行ってまいります。

ＣＴ検査は情報量が多く、日常的に多くの患者様に行う検査です。その
ため、より低被曝で、より少ない造影剤使用量で、より安全で安心して受
けられる画像診断を目指しております。

副院長・放射線診断科部長 伊神 勲

⻘森労災病院の更新ＣＴの有⽤性について



　当院では、紹介患者さんの待ち時間短縮を目的に、FAX・電話による診療予約を実施しております。

◎専用FAXによる予約方法
予約受付時間：午前８：３０～午後９：１５（ただし、状況によって対応します。）
予約FAX番号：０１７８－３３－１６９０　（地域医療連携室直通）
予約申込書：当院ホームページ〉〉各部門のご紹介〉〉地域医療連携室のページから
　　　　　　　　ダウンロード可能です。
　　　　　　　　郵送またはFAXでもお送りしますので、ご希望の際はご連絡ください。
※予約の申込につきましては、診療日前日までとなっております。
当日の予約は出来ませんのでご了承ください。

利用手順

医療連携室

◎電話による予約方法
予約受付時間：平日午前８：３０～午後５：００
予約電話番号：０１７８－３３－１５５１　内線２５１５

利用手順

医療連携室

※FAX予約では、事前にカルテ作成を行いますが、電話予約の場合、当日のカルテ作成となりますので
若干お時間を頂きます。

青森労災病院　FAX・電話による診療予約のご案内

青森労災病院
連携医療機関 患者

青森労災病院
連携医療機関 患者

医療連携室では、紹介患者

の予約希望である旨を確認

し、

・受診科、希望日時

・紹介患者さんのお名前（読

み方のみ）、生年月日、患者

さんのご自宅の電話番号を

聴取する。

予約申込書の表面を記入後

０１７８−３３−１６９０にＦＡＸ

診療情報提供書を登録医

から受け取る。

紹介状をお持ちの方はご本人

あるいは家族の方が医療連携

室に電話する。

「紹介患者の予約希望」である

旨を伝える。

希望日時を確認し、予約に空きがない場

合は、都合の良い日時で調整する。

予約当日の予約時間の２０分前までに、医事課受付

『③ 初めての方』のカウンターに来院してもらう。

・紹介状、保険証、当院の診察券（診察券をお持ちの方）、

お薬手帳（お薬情報）を持参していただく。

連携医療機関は、診療

情報提供書を患者さん

が受診日に持参できるよ

うに作成する。

予約申込書受取

予約確認

希望日時に空きがない場合は調整

予約申込書の裏面に

予約日時、患者氏名を記入し、患者様へ



青森労災病院　地域医療連携室宛 　専用　ＦＡＸ　0178－33－1690

（ふりがな）

患者氏名

生年月日
明治・大正
昭和・平成 年 月 日 歳

電話番号　　　　　　　　－　　　　　　　　－　　　　　　　　

所在地

電話番号・ＦＡＸ番号

送信担当者名

資格取得日

※　保険証のコピー貼付も可能です。

医療機関名

記号・番号 資格取得日

後期高齢者
受給者証・

公費医療

市町村・負担者番号 負担割合 　　　　　　割

受給者番号

主保険

保険者番号 区分 本　人　・　家　族

　□　小児科※ 　□　放射線科※ 　□　歯科口腔外科※

※　小児科・放射線科・歯科口腔外科への予約は、直接診療科外来へ電話予約してください。

※　循環器内科・神経科及び麻酔科は現在休診となっております。

　□　神経内科 　□　皮膚科 　□　麻酔科

　□　外科 　□　泌尿器科 　□　健康診断部

　□　生活習慣病センター長 　□　脳神経外科 　□　リハビリテーション科

　□　糖尿病内分泌センター（第三内科） 　□　心臓血管外科 　□　産婦人科

　□　消化器内科（第二内科） 　□　形成外科 　□　耳鼻咽喉科

（姓） （名）
男　　・　　女

住所
〒　　　　　－

受診希望日時　　　　平成　　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日　　　　　　曜日　　　　　　　　　時　　　　　　分

受診希望科（○をつけてください）

　□　循環器・呼吸器内科（第一内科） 　□　整形外科 　□　眼科

平成　　　年　　　月　　　日

予　約　申　込　書
性　別 旧　姓


